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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 動 工 具 の た め の ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 （ １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ ） で あ っ て 、
　 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 （ １ １ １ 、 ２ １ １ 、 ３ １ １ ） 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 （ １ １ ２ 、 ２ １ ２  
、 ３ １ ２ ） を 含 む 細 長 い ハ ウ ジ ン グ （ １ １ ０ 、 ２ １ ０ 、 ３ １ ０ ） と 、
　 前 記 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 及 び 前 記 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 を 相 互 接 続 す る た め の 相 互 接 続 手 段 と 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 第 １ の 端 部 （ １ １ ３ 、 ２ １ ３ 、 ３ １ ３ ） に 配 置 さ れ 、 電 動 工 具 の 出 力  
シ ャ フ ト に 接 続 す る た め の 入 力 歯 車 （ １ ３ １ 、 ２ ３ １ 、 ３ ３ １ ） と 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 第 ２ の 端 部 （ １ １ ４ 、 ２ １ ４ 、 ３ １ ４ ） に 配 置 さ れ 、 出 力 接 続 部 （ １  
３ ２ ａ 、 ２ ３ ２ ａ ） を 備 え る 出 力 歯 車 （ １ ３ ２ 、 ２ ３ ２ 、 ３ ３ ２ ） と 、
を 備 え 、
　 前 記 相 互 接 続 手 段 は 、 前 記 入 力 歯 車 を 収 容 し 、 前 記 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 の 前 記 第 １ の 端 部  
で 第 １ の 中 心 穴 （ １ １ ７ 、 ２ １ ７ 、 ３ １ ７ ） を 貫 通 し て 延 び る ス リ ー ブ 部 材 （ １ ４ ０ 、 ２  
４ ０ 、 ３ ４ ０ ） と 、 前 記 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 の 前 記 第 １ の 端 部 で 第 ２ の 中 心 穴 （ １ １ ８ 、 ２  
１ ８ 、 ３ １ ８ ） を 貫 通 し て 延 び 、 前 記 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 及 び 前 記 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 を 締 め  
付 け る た め に 前 記 ス リ ー ブ 部 材 に 固 定 さ れ る よ う に 配 置 さ れ る 固 定 部 材 （ １ ５ ０ 、 ２ ５ ０  
、 ３ ５ ０ ） と を 備 え 、
　 前 記 ス リ ー ブ 部 材 （ １ ４ ０ 、 ２ ４ ０ 、 ３ ４ ０ ） は 、 前 記 入 力 歯 車 （ １ ３ １ 、 ２ ３ １ 、 ３  
３ １ ） が 前 記 出 力 歯 車 と 噛 み 合 う こ と を 、 又 は 前 記 入 力 歯 車 と 前 記 出 力 歯 車 （ １ ３ ２ 、 ２  
３ ２ ） と の 間 に 配 置 さ れ た 補 助 歯 車 （ １ ３ ３ 、 ２ ３ ３ ） と 噛 み 合 う こ と を 可 能 に す る よ う  

請求項の数　14　（全16頁）
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に 配 置 さ れ た 開 口 部 （ １ ４ ３ 、 ２ ４ ３ ） を 備 え る 、 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 （ １ ０ ０ 、 ２ ０ ０  
、 ３ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ス リ ー ブ 部 材 （ １ ４ ０ 、 ２ ４ ０ 、 ３ ４ ０ ） 及 び ／ 又 は 前 記 固 定 部 材 （ １ ５ ０ 、 ２ ５  
０ 、 ３ ５ ０ ） は 、 少 な く と も １ つ の 半 径 方 向 に 突 出 す る 締 め 付 け フ ラ ン ジ （ １ ４ ２ 、 ２ ４  
２ 、 ３ ４ ２ 、 １ ５ ３ 、 ２ ５ ３ 、 ３ ５ ３ ） を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ア タ ッ チ メ ン ト 部 品  
（ １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ス リ ー ブ 部 材 （ １ ４ ０ 、 ２ ４ ０ 、 ３ ４ ０ ） 及 び 前 記 固 定 部 材 （ １ ５ ０ 、 ２ ５ ０ 、 ３  
５ ０ ） は 、 前 記 固 定 部 材 を 前 記 ス リ ー ブ 部 材 に 固 定 す る た め の 協 働 ね じ 山 （ １ ４ ４ 、 ２ ４  
４ 、 ３ ４ ４ 、 １ ５ ４ 、 ２ ５ ４ 、 ３ ５ ４ ） を 備 え る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ア タ ッ チ メ ン  
ト 部 品 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ス リ ー ブ 部 材 （ ２ ４ ０ 、 ３ ４ ０ ） は 、 少 な く と も １ つ の 第 １ の 軸 受 支 持 面 を 備 え る  
、 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 （ ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 固 定 部 材 （ １ ５ ０ 、 ２ ５ ０ 、 ３ ５ ０ ） は 、 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 軸 受 支 持 面 を 備  
え る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 （ １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ス リ ー ブ 部 材 （ １ ４ ０ 、 ３ ４ ０ ） の 半 径 方 向 に 突 出 す る 締 め 付 け フ ラ ン ジ （ １ ４ ２  
、 ３ ４ ２ ） は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 （ １ １ １ 、 ３ １ １ ） の 第 １ の 中 心 穴 （ １ １ ７ 、 ３ １ ７ ）  
の 周 り に 配 置 さ れ て い る 第 １ の 外 側 接 触 面 と 締 め 付 け 接 触 状 態 で 配 置 さ れ る 、 請 求 項 ２ か  
ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 （ １ ０ ０ 、 ３ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ス リ ー ブ 部 材 （ ２ ４ ０ ） の 半 径 方 向 に 突 出 す る 締 め 付 け フ ラ ン ジ （ ２ ４ ２ ） は 、 前  
記 締 め 付 け フ ラ ン ジ と 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 （ ２ １ １ ） の 外 面 と の 間 に 配 置 さ れ た 中 間 構 成 要  
素 （ ２ ６ ０ ） と 締 め 付 け 接 触 状 態 で 配 置 さ れ る 、 請 求 項 ２ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の  
ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 （ ２ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 中 間 構 成 要 素 は 、 前 記 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 を 電 動 工 具 に 接 続 す る た め の 接 続 ヘ ッ ド  
の 一 部 を 形 成 す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 固 定 部 材 （ １ ５ ０ 、 ２ ５ ０ 、 ３ ５ ０ ） の 半 径 方 向 に 突 出 す る 締 め 付 け フ ラ ン ジ （ １  
５ ３ 、 ２ ５ ３ 、 ３ ５ ３ ） は 、 前 記 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 （ １ １ ２ 、 ２ １ ２ 、 ３ １ ２ ） の 第 ２ の  
外 側 接 触 面 と 締 め 付 け 接 触 状 態 で 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ の 外 側 接 触 面 は 、 第 ２ の 中 心 穴 （ １  
１ ８ 、 ２ １ ８ 、 ３ １ ８ ） の 周 り に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 ２ か ら ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ア  
タ ッ チ メ ン ト 部 品 （ １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 を 電 動 工 具 に 接 続 す る た め の 接 続 ヘ ッ ド （ １ ２ ０ 、 ２ ２ ０ ） を  
さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 接 続 ヘ ッ ド （ ２ ２ ０ ） は 、 前 記 ス リ ー ブ 部 材 （ ２ ４ ０ ） と 一 体 形 成 さ れ る 、 請 求 項  
１ ０ に 記 載 の ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 接 続 ヘ ッ ド （ １ ２ ０ ） 及 び 前 記 ス リ ー ブ 部 材 （ １ ４ ０ ） は 、 別 個 の 構 成 要 素 か ら 形  
成 さ れ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 入 力 歯 車 （ １ ３ １ 、 ２ ３ １ 、 ３ ３ １ ） は 、 電 動 工 具 の 出 力 シ ャ フ ト に 接 続 す る た め  
の 入 力 接 続 部 （ １ ３ ６ 、 ２ ３ ６ 、 ３ ３ ６ ） と 一 体 形 成 さ れ る 、 請 求 項 １ か ら １ ２ の い ず れ  
か 一 項 に 記 載 の ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
　 電 動 工 具 及 び 請 求 項 １ か ら １ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 を 備 え る 工  
具 組 立 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 一 般 に は 電 動 工 具 に 関 す る 。 具 体 的 に は 、 本 開 示 は 、 電 動 工 具 用 の ア タ ッ チ  
メ ン ト 部 品 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 動 工 具 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 は 、 一 般 に 、 締 め ら れ る 又 は 緩 め ら れ る 継 ぎ 手 の ボ ル ト 又  
は ナ ッ ト に ア ク セ ス す る の が 困 難 な た め に 、 通 常 の ナ ッ ト ラ ン ナ ー な ど の 通 常 の 電 動 工 具  
を 使 用 で き な い 限 ら れ た 空 間 で 使 用 さ れ る 。 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 は 、 ク ロ ー フ ー ト 、 フ ロ  
ン ト パ ー ツ ア タ ッ チ メ ン ト 、 オ フ セ ッ ト ア タ ッ チ メ ン ト 、 又 は オ フ セ ッ ト 歯 車 ヘ ッ ド と し  
て も 知 ら れ て い る 。 以 下 で は ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 と し て 言 及 す る こ と に す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 は 、 回 転 運 動 を 、 入 力 接 続 部 を 備 え た 入 力 歯 車 か ら 出 力 接 続 部 を 備  
え た 出 力 歯 車 に 伝 達 す る 複 数 の 歯 車 を 含 む 。 い わ ゆ る ク ロ ー ズ ド エ ン ド ア タ ッ チ メ ン ト 部  
品 で は 、 歯 車 は 、 一 般 に 、 細 長 い ハ ウ ジ ン グ の 内 部 で 噛 み 合 う 関 係 性 で 一 直 線 の 列 で 配 置  
さ れ る 。 オ ー プ ン エ ン ド ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 で は 、 出 力 歯 車 及 び 出 力 接 続 部 は 、 パ イ プ を  
取 り 囲 む ナ ッ ト な ど と 係 合 す る た め に 出 力 接 続 部 が パ イ プ な ど と 半 径 方 向 に 係 合 す る の を  
可 能 に す る た め の ス リ ッ ト を 備 え る 。 従 っ て 、 オ ー プ ン エ ン ド ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 で は 、  
出 力 歯 車 は 、 ２ つ の 中 間 歯 車 と 噛 み 合 い 、 こ の 中 間 歯 車 は 一 直 線 に 配 置 さ れ た 複 数 の 歯 車  
の う ち の 最 後 の 歯 車 と 噛 み 合 う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 い ず れ の 場 合 も 、 ハ ウ ジ ン グ は 、 入 力 歯 車 を 収 納 す る 第 １ の 端 部 、 出 力 歯 車 を 収 納 す る  
第 ２ の 端 部 、 並 び に 第 １ 及 び 第 ２ の 端 部 を 連 結 す る 中 間 部 分 を 備 え る 。 多 く の 場 合 、 入 力  
歯 車 は 、 電 動 工 具 の 出 力 シ ャ フ ト か ら ト ル ク を 伝 達 す る た め の 、 入 力 歯 車 と 同 軸 に 配 置 さ  
れ た 入 力 接 続 部 に 接 続 さ れ る か 又 は こ れ と 一 体 形 成 さ れ る 。 通 常 、 電 動 工 具 の 出 力 シ ャ フ  
ト は 、 正 方 形 駆 動 手 段 で 形 成 さ れ 、 入 力 接 続 部 は 、 正 方 形 駆 動 手 段 の 寸 法 に 対 応 す る 寸 法  
を 有 す る 正 方 形 凹 部 を 備 え る 。 一 般 に 使 用 さ れ る 多 く の 電 動 工 具 及 び ア ン グ ル ヘ ッ ド の 正  
方 形 駆 動 手 段 は 、 伝 達 さ れ る ト ル ク に 応 じ て 、 特 定 の 寸 法 、 通 常 は １ ／ ４ イ ン チ 、 ３ ／ ８  
イ ン チ 、 １ ／ ２ イ ン チ 又 は １ イ ン チ で 標 準 化 さ れ て い る 。 こ の よ う な 標 準 化 さ れ た 正 方 形  
駆 動 手 段 を 受 け 入 れ る た め に 、 時 と し て 、 入 力 接 続 部 の 直 径 は 、 ト ル ク を 出 力 接 続 部 に 伝  
達 す る た め に ハ ウ ジ ン グ に 配 置 さ れ た 歯 車 よ り も 大 き く す る 必 要 が あ る 。 こ の こ と は 、 通  
常 、 入 力 接 続 部 が 、 こ の 入 力 接 続 部 を 取 り 囲 む 軸 受 で 支 持 さ れ る 必 要 が あ り 、 さ ら に ア タ  
ッ チ メ ン ト 部 品 の た め の ア ダ プ タ へ の 接 続 を 形 成 す る 必 要 が あ る こ と と 相 ま っ て 、 多 く の  
場 合 、 ハ ウ ジ ン グ の 第 １ の 端 部 が ハ ウ ジ ン グ の 第 ２ の 端 部 及 び 中 間 部 分 よ り も 大 き な 寸 法  
を 有 す る こ と に つ な が る 。 通 常 、 第 １ の 端 部 は 、 ハ ウ ジ ン グ の 略 円 筒 部 分 を 形 成 し 、 そ の  
直 径 は 、 細 長 い 第 ２ の 端 部 及 び 中 間 部 分 の 幅 よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 、 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 の 寸 法 は 、 歯 車 の 数 と 寸 法 、 歯 車 を 支 持 す る 軸 受 、 並 び に  
入 力 及 び 出 力 接 続 部 の 寸 法 に よ っ て 部 分 的 に 定 め ら れ る 。 加 え て 、 ハ ウ ジ ン グ 部 の 壁 厚 は  
、 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 の 全 体 寸 法 の 増 加 の 一 因 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 は 、 通 常 、 締 結 さ れ る 又 は 緩 め ら れ る フ ァ ス ナ ー に 到 達 し て ア ク セ  
ス が 難 し い 限 ら れ た 空 間 で の 用 途 で 使 用 さ れ る の で 、 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 の 寸 法 は 、 可 能  
な 限 り 小 さ く す る こ と が 非 常 に 望 ま し い 。 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 を 構 成 要 素 の 点 検 、 保 守 、  
及 び 交 換 を 可 能 に す る た め に 、 容 易 に 分 解 し て 再 組 立 て す る こ と が で き れ ば さ ら に 有 利 で  
あ る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 公 知 の ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 で は 、 通 常 、 上 部 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 は 、 複 数 の 固 定 ね じ  
に よ っ て 一 緒 に 固 定 さ れ 、 固 定 ね じ は 、 ハ ウ ジ ン グ の 周 囲 全 体 に 分 散 さ れ そ の 各 々 が 上 部  
及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 に 係 合 す る 。 国 際 公 開 第 ２ ０ １ ４ ／ ０ ９ ５ ５ １ ７ 号 に は 、 こ の よ う  
な ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 公 知 の ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 で は 、 ハ ウ ジ ン グ 全 体 に 分 散 さ れ た 固 定 ね じ の 使 用 は 、 上 部  
及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 の 壁 厚 が 、 ね じ を 収 容 し て 、 ね じ を 取 り 囲 む 壁 部 に 十 分 な 強 度 を も  
た ら す た め に 、 十 分 に 大 き い こ と を 必 要 と す る 。 従 っ て 、 こ の よ う に 必 要 と さ れ る 壁 厚 は  
、 逆 に ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 の 合 計 寸 法 を 増 加 さ せ る 。 加 え て 、 ハ ウ ジ ン グ 部 の し っ か り し  
た 相 互 接 続 に 必 要 な 比 較 的 多 数 の 固 定 ね じ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 の 組 立 及 び 分 解 を 面 倒  
で 時 間 の か か る も の に す る 。 結 果 的 に 、 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 の 内 部 構 成 要 素 の 点 検 、 保 守  
、 及 び 交 換 に 必 要 な 作 業 及 び 時 間 が 増 え る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 文 献 】 国 際 公 開 第 ２ ０ １ ４ ／ ０ ９ ５ ５ １ ７ 号
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 従 来 の 問 題 を 解 決 又 は 少 な く と も 軽 減 す る 電 動 工 具 の た め の  
改 良 さ れ た ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 別 の 目 的 は 、 ト ル ク 容 量 を 維 持 し な が ら 外 形 寸 法 を 低 減 で き る よ う な ア タ ッ チ メ ン ト 部  
品 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら な る 目 的 は 、 少 な く と も 一 部 の 内 部 構 成 要 素 の 点 検 、 保 守 、 及 び 交 換 に 必 要 な 作 業  
及 び 時 間 を 低 減 す る よ う な ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 っ て 、 本 開 示 の 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 電 動 工 具 の た め の ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 が 提 供 さ  
れ 、 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 と 、 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 と 、 上 部 及 び 下 部 ハ  
ウ ジ ン グ 部 を 相 互 接 続 す る た め の 相 互 接 続 手 段 を 含 む 細 長 い ハ ウ ジ ン グ を 備 え る 。 電 動 工  
具 の 出 力 シ ャ フ ト に 接 続 す る た め の 入 力 歯 車 は 、 ハ ウ ジ ン グ の 第 １ の 端 部 に 配 置 さ れ る 。  
出 力 接 続 部 を 備 え る 出 力 歯 車 は 、 ハ ウ ジ ン グ の 第 ２ の 端 部 に 配 置 さ れ る 。 相 互 接 続 手 段 は  
、 入 力 歯 車 を 収 容 し 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 の 第 １ の 端 部 の 第 １ の 中 心 穴 を 貫 通 し て 延 び る ス  
リ ー ブ 部 材 と 、 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 の 第 １ の 端 部 の 第 ２ の 中 心 穴 を 貫 通 し て 延 び 、 上 部 及 び  
下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 を 締 め 付 け る た め に ス リ ー ブ 部 材 に 固 定 さ れ る よ う に 配 置 さ れ る 固 定 部  
材 と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 部 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 を 締 め 付 け る た め に 一 緒 に 固 定 す る こ と が で き る よ う に 、 上  
部 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 の 第 １ の 端 部 で そ れ ぞ れ の 穴 を 貫 通 し て 延 び る ス リ ー ブ 部 材 及 び  
固 定 部 材 を 配 置 す る こ と に よ り 、 少 な く と も ハ ウ ジ ン グ の 第 １ の 端 部 で 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ  
部 と 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 と の 間 の 十 分 な 相 互 接 続 が 達 成 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 第 １ の 端  
部 の 周 り に 何 ら か の 固 定 ね じ を 配 置 し て 、 ハ ウ ジ ン グ の 第 １ の 端 部 で 、 上 部 及 び 下 部 ハ ウ  
ジ ン グ 部 の 壁 部 を 貫 通 し て 延 在 さ せ る 必 要 は な い 。 従 っ て 、 第 １ の 端 部 に お い て 、 上 部 及  
び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 の 壁 厚 を 低 減 す る こ と が で き 、 結 果 的 に ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 の 全 体 寸  
法 が 減 少 す る 。 こ の よ う に 全 体 寸 法 を 低 減 さ せ る こ と に よ り 、 従 来 可 能 で あ っ た も の よ り  
も さ ら に い っ そ う 限 ら れ た 空 間 で ボ ル ト 、 ネ ジ な ど を 締 結 す る た め の ア タ ッ チ メ ン ト 部 品  
を 使 用 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 加 え て 、 固 定 ね じ 数 の 低 減 は 、 ハ ウ ジ ン グ の 取 り 付 け 及 び 取 り 外 し を 容 易 に し 、 結 果 的  
に 、 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 の 内 部 構 成 要 素 の 点 検 、 保 守 、 及 び 交 換 に 必 要 な 時 間 及 び 労 力 を  
低 減 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 上 部 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 の 第 １ の 端 部 に 配 置 さ れ た そ れ ぞ れ の 中 心 穴 を 貫 通  
し て 延 び る ス リ ー ブ 部 材 及 び 固 定 部 材 の 配 置 は 、 ハ ウ ジ ン グ の 第 １ の 端 部 に 配 置 さ れ た 内  
部 構 成 要 素 へ の ア ク セ ス を 大 幅 に 向 上 さ せ る 。 固 定 部 材 を ス リ ー ブ 部 材 か ら 緩 め る こ と で  
、 こ れ ら の ２ つ の 部 材 を そ れ ぞ れ の 中 心 穴 か ら 引 き 抜 く こ と が 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、  
ハ ウ ジ ン グ の 第 １ の 端 部 の 内 部 は 、 外 側 か ら ア ク セ ス で き る よ う に な り 、 例 え ば 、 第 １ の  
歯 車 、 第 １ の 歯 車 を 支 持 す る 軸 受 、 及 び ハ ウ ジ ン グ の 第 １ の 端 部 に 配 置 さ れ た 追 加 の 内 部  
構 成 要 素 を 上 部 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 を 分 離 す る こ と な く 取 り 外 し て 、 中 心 穴 を 介 し て 交  
換 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 こ の こ と は 、 内 部 構 成 要 素 の 点 検 、 保 守 、 及 び 交  
換 を 非 常 に 容 易 に し て 迅 速 化 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ス リ ー ブ 部 材 及 び ／ 又 は 固 定 パ ー ツ は 、 少 な く と も １ つ の 半 径 方 向 に 突 出 す る 締 め 付 け  
フ ラ ン ジ を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ス リ ー ブ 部 材 及 び 固 定 パ ー ツ は 、 固 定 パ ー ツ を ス リ ー ブ 部 材 に 固 定 す る た め の 協 働 ね じ  
山 を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ス リ ー ブ 部 材 は 、 少 な く と も １ つ の 第 １ の 軸 受 支 持 面 を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 固 定 部 材 は 、 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 軸 受 支 持 面 を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ス リ ー ブ 部 材 は 、 入 力 歯 車 が 出 力 歯 車 と 噛 み 合 う こ と を 、 又 は 入 力 歯 車 と 出 力 歯 車 と の  
間 に 配 置 さ れ た 補 助 歯 車 と 噛 み 合 う こ と を 可 能 に す る よ う に 配 置 さ れ た 開 口 部 を 備 え る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ス リ ー ブ 部 材 の 半 径 方 向 に 突 出 す る 締 め 付 け フ ラ ン ジ は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 の 第 １ の 中  
心 穴 の 周 り に 配 置 さ れ て い る 第 １ の 外 側 接 触 面 と 締 め 付 け 接 触 状 態 で 配 置 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 も し く は 、 ス リ ー ブ 部 材 の 半 径 方 向 に 突 出 す る 締 め 付 け フ ラ ン ジ は 、 前 記 締 め 付 け フ ラ  
ン ジ と 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 の 外 面 と の 間 に 配 置 さ れ た 中 間 構 成 要 素 と 締 め 付 け 接 触 状 態 で 配  
置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 中 間 構 成 要 素 は 、 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 を 電 動 工 具 又 は ア ン グ ル ヘ ッ ド に 接 続 す る た め の  
接 続 ヘ ッ ド の 一 部 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 固 定 部 材 の 半 径 方 向 に 突 出 す る 締 め 付 け フ ラ ン ジ は 、 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 の 第 ２ の 外 部 接  
触 面 と 締 め 付 け 接 触 状 態 で 配 置 す る こ と が で き 、 第 ２ の 接 触 面 は 、 第 ２ の 中 心 穴 の 周 り に  
配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 は 、 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 を 電 動 工 具 に 接 続 す る た め の 接 続 ヘ ッ ド を  
さ ら に 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 接 続 ヘ ッ ド は 、 ス リ ー ブ 部 材 と 一 体 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 も し く は 、 接 続 ヘ ッ ド 及 び ス リ ー ブ 部 材 は 、 別 個 の 構 成 要 素 を 成 す こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 入 力 歯 車 は 、 電 動 工 具 の 出 力 シ ャ フ ト に 接 続 す る た め の 入 力 接 続 部 と 一 体 形 成 す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 ２ の 態 様 に よ れ ば 、 電 動 工 具 及 び 上 記 の ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 を 備 え る 工 具 組 立 体 が 提  
供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 工 具 組 立 体 は 、 電 動 工 具 と ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 と の 間 に 動 作 可 能 に 配 置 さ れ た ア ン グ ル  
ヘ ッ ド を さ ら に 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 電 動 工 具 は 、 ナ ッ ト ラ ン ナ ー と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 一 般 に 、 特 許 請 求 の 範 囲 で 使 用 さ れ る す べ て の 用 語 は 、 本 明 細 書 で 明 示 的 に 別 段 の 定 め  
が な い 限 り 、 本 技 術 分 野 に お け る 通 常 の 意 味 に 従 っ て 解 釈 さ れ る べ き で あ る 。 「 単 数 形 の  
要 素 、 装 置 、 構 成 要 素 、 手 段 、 ス テ ッ プ な ど 」 へ の す べ て の 言 及 は 、 特 に 明 記 し な い 限 り  
、 要 素 、 装 置 、 構 成 要 素 、 手 段 、 ス テ ッ プ な ど の 少 な く と も １ つ の 実 例 を 参 照 す る も の と  
し て 素 直 に 解 釈 さ れ る べ き で あ る 。 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る 何 ら か の 方 法 ス テ ッ プ は 、 明 示  
的 に 特 段 の 定 め が な い 限 り 、 開 示 さ れ た の と 全 く 同 じ 順 番 で 実 行 さ れ る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 は 、 例 示 的 に 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 、 ア ダ プ タ に よ っ て ア ン グ ル ヘ ッ ド に 結 合 さ れ て  
い る ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ａ 】 図 １ に 示 す ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ｂ 】 図 １ に 示 す ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 の 斜 視 分 解 組 立 図 で あ る 。
【 図 ２ ｃ 】 図 １ に 示 す ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ｄ 】 図 ３ ｃ の 線 Ｈ － Ｈ に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ｅ 】 図 １ に 示 す ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 の ２ つ の 構 成 要 素 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ｆ 】 図 １ に 示 す ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 の ２ つ の 構 成 要 素 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ａ 】 本 発 明 に よ る ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る ア タ ッ チ メ ン ト 部 品  
及 び ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 を 電 動 工 具 又 は ア ン グ ル ヘ ッ ド に 接 続 す る た め の ア ダ プ タ の 斜 視  
図 で あ る 。
【 図 ３ ｂ 】 図 ３ ａ に 示 す ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 の 斜 視 分 解 組 立 図 で あ る 。
【 図 ３ ｃ 】 図 ３ ａ に 示 す ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 の 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 本 発 明 は 、 添 付 の 本 発 明 の 特 定 の 実 施 形 態 が 示 さ れ て い る 図 面 を 参 照 し て 以 下 に  
よ り 完 全 に 説 明 さ れ る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 は 、 多 く の 異 な る 形 態 で 具 体 化 す る こ と が  
で き 、 本 明 細 書 に 記 載 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る と 解 釈 さ れ る べ き で は な く 、 む し ろ 、 こ れ  
ら の 実 施 形 態 は 、 本 開 示 が 詳 細 で 完 全 で あ り 、 本 発 明 の 範 囲 を 当 業 者 に 完 全 に 伝 え る こ と  
が で き る よ う に 、 例 示 的 に 提 供 さ れ る 。 同 様 の 番 号 は 、 説 明 を 通 じ て 同 様 の 要 素 を 指 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ は 、 ア ダ プ タ に よ っ て 電 動 工 具 （ 図 示 せ ず ） の ア ン グ ル ヘ ッ ド １ ０ に 取 り 付 け ら れ  
た 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 １ ０ ０ を 示 す 。 図 示 の 実 施 例 で は 、  
ア ダ プ タ ２ ０ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 １ ０ ０ を ア ン グ ル ヘ ッ ド ２ ０ に 関 し て 角 度 調 整 す る  
こ と を 可 能 に す る 割 り 出 し ア ダ プ タ で あ る 。 換 言 す れ ば 、 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 １ ０ ０ は 、  
垂 直 軸 の 周 り を 回 転 し （ 図 １ に 示 す よ う に ） 、 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 の 長 手 方 向 が ア ン グ ル  
ヘ ッ ド の 長 手 方 向 に 対 し て 異 な る 角 度 に 設 定 さ れ る よ う に 、 ア ン グ ル ヘ ッ ド １ ０ に 対 し て  
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異 な る 回 転 位 置 に 固 定 で き る 。 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 の こ の よ う な 角 度 調 整 は 、 通 常 、 割 り  
出 し と 呼 ば れ る 。 こ の よ う に し て 、 限 ら れ た 空 間 で 、 締 め ら れ る 又 は 緩 め ら れ る ナ ッ ト 、  
ボ ル ト な ど へ の ア ク セ ス が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ２ ａ － ２ ｆ を 参 照 す る と 、 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 １ ０ ０ は 、 ク ロ ー ズ ド エ ン ド タ イ プ で  
あ り 、 細 長 い ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ 及 び 接 続 ヘ ッ ド １ ２ ０ を 備 え る 。 接 続 ヘ ッ ド １ ２ ０ は 、 ハ  
ウ ジ ン グ １ １ ０ の 上 に 突 出 し て お り 略 円 筒 形 で あ る 。 接 続 ヘ ッ ド は 、 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品  
が 電 動 工 具 に 接 続 さ れ 、 電 動 工 具 に 対 し て 割 り 出 さ れ る こ と を 可 能 に す る た め の 、 図 １ に  
示 す ア ダ プ タ ２ ０ の 対 応 す る 手 段 と 協 働 す る よ う に 配 置 さ れ た 、 上 部 半 径 方 向 突 出 フ ラ ン  
ジ 部 分 １ ２ ２ 及 び 下 部 半 径 方 向 突 出 長 手 方 向 ス プ ラ イ ン １ ２ ４ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 細 長 い ハ ウ ジ ン グ は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ １ 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ ２ を 備 え 、 こ  
の 各 ハ ウ ジ ン グ 部 は 、 長 手 方 向 の 正 中 面 に 沿 っ て 相 互 接 続 さ れ る 。 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ は 、  
上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ １ 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ ２ と 全 く 同 じ よ う に 第 １ の 端 部 １ １ ３  
及 び 第 ２ の 端 部 １ １ ４ を 備 え る 。 第 １ の 端 部 １ １ ３ 及 び 第 ２ の 端 部 １ １ ４ は 、 丸 み を 帯 び  
て お り 、 第 １ の 端 部 １ １ ３ は 、 第 ２ の 端 部 １ １ ４ の 場 合 の 曲 率 半 径 よ り も 大 き い 曲 率 半 径  
を 示 す 。 第 １ の 端 部 １ １ ３ 及 び 第 ２ の 端 部 １ １ ４ は 、 さ ら に 略 正 方 形 断 面 の 中 間 部 分 １ １  
５ に よ っ て 連 結 さ れ る 。 中 間 部 分 １ １ ５ の 側 壁 は 、 第 １ の 端 部 １ １ ３ か ら 第 ２ の 端 部 １ １  
４ に 向 か っ て 僅 か に テ ー パ ー 付 け さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 一 部 の 代 替 的 な 実 施 形 態 で  
は 、 中 間 部 分 の 側 壁 は 、 互 い に 平 行 で あ る か 又 は 第 ２ の 端 部 に 向 か っ て 末 広 が り に な る こ  
と が で き る 。 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ １ は さ ら に 、 第 １ の 端 部 １ １ ３ の 中 心 に 配 置 さ れ た 第  
１ の 穴 １ １ ７ を 備 え て い る 。 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ ２ は 、 第 １ の 端 部 １ １ ３ の 中 心 に 配 置  
さ れ た 第 ２ の 穴 １ １ ８ （ 図 ２ ｄ ） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 平 ら で 直 線 的 な 歯 車 列 １ ３ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ に 収 容 さ れ て い る 。 歯 車 列 は 、 ア ン  
グ ル ヘ ッ ド １ ０ の 出 力 軸 （ 図 示 せ ず ） か ら ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 １ ０ ０ の 出 力 接 続 部 に 回 転  
運 動 及 び ト ル ク を 伝 達 す る た め に 配 置 さ れ る 。 歯 車 列 １ ３ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ の 第 １  
の 端 部 １ １ ３ に 配 置 さ れ た 入 力 歯 車 １ ３ １ と 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ の 第 ２ の 端 部 １ １ ４ に 配  
置 さ れ た 出 力 歯 車 １ ３ ２ と を 備 え る 。 図 示 の 実 施 例 で は 、 ３ つ の 中 間 歯 車 １ ３ ３ 、 １ ３ ４  
、 １ ３ ５ は 、 入 力 歯 車 １ ３ １ と 出 力 歯 車 １ ３ ２ と の 間 に 配 置 さ れ 、 入 力 歯 車 １ ３ １ が 中 間  
歯 車 １ ３ ３ と 噛 み 合 い 、 中 間 歯 車 １ ３ ３ も ま た 中 間 歯 車 １ ３ ４ と 噛 み 合 い 、 中 間 歯 車 １ ３  
４ も ま た 中 間 歯 車 １ ３ ５ と 噛 み 合 い 、 中 間 歯 車 １ ３ ５ も ま た 出 力 歯 車 １ ３ ２ と 噛 み 合 う よ  
う に な っ て い る 。 中 間 歯 車 １ ３ ３ － １ ３ ５ は 、 そ れ ぞ れ の シ ャ フ ト 上 に 配 置 さ れ た 軸 受 に  
よ っ て 支 持 さ れ 、 こ の シ ャ フ ト は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ １ 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ ２  
に 設 け ら れ た 対 応 す る 開 口 部 に 収 容 さ れ る 。 出 力 歯 車 １ ３ ２ は 、 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ １ 、 １  
１ ２ に 収 容 さ れ た 滑 り 軸 受 に よ っ て 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 入 力 歯 車 １ ２ １ は 、 ア ン グ ル ヘ ッ ド １ ０ の 出 力 シ ャ フ ト （ 図 示 せ ず ） で 正 方 形 駆 動 手 段  
（ 図 示 せ ず ） を 受 け 入 れ る た め に 配 置 さ れ か つ 寸 法 決 め さ れ た 正 方 形 凹 部 を 呈 す る 入 力 接  
続 部 １ ３ ６ と 一 体 形 成 さ れ る 。 通 常 、 入 力 接 続 部 １ ３ ６ は 、 標 準 化 さ れ た 正 方 形 駆 動 手 段  
を 受 け 入 れ る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 図 示 の 実 施 例 で は 、 入 力 接 続 部 １ ３ ６ は 、 ３  
／ ８ イ ン チ の 正 方 形 駆 動 手 段 を 受 け 入 れ る よ う に 構 成 さ れ る 。 し か し な が ら 、 入 力 接 続 部  
は 、 ア ン グ ル ヘ ッ ド 又 は 電 動 工 具 の 他 の 出 力 シ ャ フ ト へ の 接 続 用 に 構 成 す る こ と も で き 、  
こ の 出 力 シ ャ フ ト は 、 多 く の 他 の 幾 何 学 的 形 状 を 有 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 入 力 歯 車  
及 び 入 力 接 続 部 は 、 一 部 の 実 施 形 態 で は 、 別 個 の 相 互 接 続 さ れ た 構 成 要 素 と し て 形 成 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 出 力 歯 車 １ ３ ２ は 、 出 力 接 続 部 １ ３ ２ ａ を 備 え る 。 出 力 接 続 部 １ ３ ２ ａ は 、 軸 方 向 穴 １  
３ ２ ｂ を 備 え た 管 状 で あ り 、 出 力 歯 車 １ ３ ２ の 内 部 で 同 軸 に 配 置 さ れ る 。 こ の 実 施 例 で は  
、 出 力 接 続 部 １ ３ ２ ａ は 、 穴 １ ３ ２ ｂ に 配 置 さ れ た 内 壁 （ 見 え な い ） を 備 え 、 壁 は 、 正 方  
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形 駆 動 手 段 を 備 え た 標 準 化 さ れ た 工 具 又 は ね じ ビ ッ ト （ 図 示 せ ず ） を 受 け 入 れ る よ う に 構  
成 さ れ た 正 方 形 の 貫 通 開 口 部 を 備 え る 。 し か し な が ら 、 出 力 接 続 部 は 、 多 く の 他 の 方 法 で  
構 成 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 出 力 接 続 部 は 、 締 め ら れ る 又 は 緩 め ら れ る ボ ル ト 、 ナ ッ  
ト な ど に 直 接 に 係 合 す る た め に 六 角 形 の 幾 何 学 的 形 状 で 構 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 出  
力 接 続 部 は 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ か ら 突 出 す る 正 方 形 駆 動 手 段 な ど と し て 配 置 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 １ ０ ０ は 、 ス リ ー ブ 部 材 １ ４ ０ 、 固 定 部 材 １ ５ ０ 、 及 び 接 続 ヘ ッ ド  
１ ２ ０ を さ ら に 備 え る 。 こ れ ら の 部 材 １ ４ ０ 、 １ ５ ０ 、 １ ２ ０ は 、 第 １ の 端 部 １ １ ３ で 各  
ハ ウ ジ ン グ 部 を 締 め 付 け る こ と に よ っ て 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ １ 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部  
１ １ ２ と 相 互 接 続 す る よ う に 配 置 さ れ る 。 ス リ ー ブ 部 材 １ ４ ０ は 、 ス リ ー ブ １ ４ １ の 上 縁  
に 配 置 さ れ た ４ つ の 半 径 方 向 外 向 き に 突 出 す る 締 め 付 け フ ラ ン ジ １ ４ ２ を 備 え た 、 略 円 筒  
形 の ス リ ー ブ １ ４ １ を 備 え る 。 貫 通 開 口 部 １ ４ ３ は 、 ス リ ー ブ の 下 縁 か ら 上 方 に 延 び る 。  
貫 通 開 口 部 １ ４ ３ は 、 入 力 歯 車 １ ３ １ が 中 間 歯 車 １ ３ ３ と 噛 み 合 う の を 可 能 に す る よ う に  
構 成 さ れ る 。 雌 ね じ １ ４ ４ は 、 ス リ ー ブ １ ４ １ の 内 部 で 下 縁 の 近 く に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 固 定 部 材 １ ５ ０ は 、 概 し て 回 転 対 称 で あ り 、 上 部 円 筒 シ ャ フ ト １ ５ １ 、 中 間 円 筒 部 分 １  
５ ２ 、 及 び 円 筒 部 分 １ ５ ２ の 下 縁 か ら 半 径 方 向 外 向 き に 突 出 す る 下 部 締 め 付 け フ ラ ン ジ １  
５ ３ を 備 え る 。 円 筒 部 分 １ ５ ２ は 、 ス リ ー ブ 部 材 １ ４ ０ の 雌 ね じ １ ４ ４ に 対 応 す る 雄 ね じ  
１ ５ ４ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ２ ｄ で 最 も よ く 分 か る よ う に 、 ス リ ー ブ 部 材 １ ４ ０ 及 び 固 定 部 材 １ ５ ０ 及 び 接 続 ヘ ッ  
ド １ ２ ０ は 、 協 働 し て 以 下 の 方 法 で 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ １ 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ ２  
を 締 め 付 け る 。 さ ら に 、 図 ２ ｂ 及 び 図 ２ ｆ で 最 も よ く 分 か る よ う に 、 こ の 実 施 形 態 で は ス  
リ ー ブ 部 材 及 び 接 続 ヘ ッ ド は ２ つ の 別 個 の 構 成 要 素 と し て 形 成 さ れ る 。 ア タ ッ チ メ ン ト 部  
品 １ ０ ０ を 組 み 立 て る 際 に 、 出 力 歯 車 １ ３ ２ 及 び 中 間 歯 車 １ ３ ３ － １ ３ ５ は 、 下 部 ハ ウ ジ  
ン グ 部 １ １ ２ 内 に 位 置 決 め さ れ 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ １ は 、 位 置 合 わ せ さ れ て 下 部 ハ ウ  
ジ ン グ 部 １ １ ２ と 接 触 状 態 に さ れ る 。 そ の 後 、 ２ つ の ハ ウ ジ ン グ 部 は 、 固 定 ね じ （ 図 示 せ  
ず ） に よ っ て 相 互 接 続 さ れ る 。 固 定 ね じ は 、 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ ２ の 第 ２ の 端 部 １ １ ４  
及 び 中 間 部 分 １ １ ５ の 側 壁 に 配 置 さ れ た 固 定 穴 １ １ ６ を 貫 通 し て 挿 入 さ れ 、 上 部 ハ ウ ジ ン  
グ 部 １ １ １ の 第 ２ の 端 部 の 側 壁 及 び 中 間 部 分 に 配 置 さ れ た 対 応 す る 穴 （ 図 示 せ ず ） に 螺 合  
さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 そ の 後 、 ス リ ー ブ 部 材 １ ４ ０ 、 接 続 ヘ ッ ド １ ２ ０ 、 及 び 固 定 部 材 １ ５ ０ は 、 上 部 ハ ウ ジ  
ン グ 部 １ １ １ 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ ２ の 第 １ の 端 部 １ １ ３ の 強 固 か つ し っ か り し た 相  
互 接 続 を 実 現 す る た め に 取 り 付 け ら れ る 。 最 初 に 、 接 続 ヘ ッ ド １ ２ ０ は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ  
部 １ １ １ が 第 １ の 穴 １ １ ７ を 取 り 囲 む よ う に 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ １ の 上 に 位 置 決 め さ れ  
る 。 そ の 後 、 ス リ ー ブ 部 材 は 、 締 め 付 け フ ラ ン ジ １ ４ ２ が 接 続 ヘ ッ ド １ ２ ０ の 内 部 に 突 出  
す る 半 径 方 向 フ ラ ン ジ １ ２ ５ と 支 持 接 触 す る ま で 、 接 続 ヘ ッ ド １ ２ ０ 及 び 第 １ の 穴 １ １ ７  
を 貫 通 し て 上 方 か ら 挿 入 さ れ る 。 ス リ ー ブ 部 材 １ ４ ０ は 、 取 り 付 け 時 に 、 貫 通 開 口 部 １ ４  
３ が 中 間 歯 車 １ ３ ３ － １ ３ ５ の 方 に 向 い て 、 中 間 歯 車 １ ３ ３ の 一 部 が 入 力 歯 車 １ ３ １ と 噛  
み 合 う こ と が 可 能 で あ る よ う 開 口 部 １ ４ ３ を 貫 通 し て 延 び る こ と が で き る よ う に 、 回 転 し  
て 方 向 付 け る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 、 第 １ の 軸 受 １ ３ ７ は 、 入 力 歯 車 １ ３ １ の 内 部 に 取 り 付 け ら れ る 。 固 定 部 材 １ １ ５  
は 、 第 ２ の 穴 １ １ ８ を 貫 通 し て 下 方 か ら 挿 入 さ れ 、 外 ね じ １ ５ ４ は 、 固 定 部 材 １ ５ ０ を 回  
転 さ せ る こ と に よ っ て 、 ス リ ー ブ 部 材 の 内 ね じ １ ４ ４ と 係 合 す る 。 こ の た め に 、 固 定 部 材  
１ ５ ０ の 下 部 外 面 は 、 凹 部 （ 図 示 せ ず ） を 受 け 入 れ る 適 切 な 工 具 を 備 え る こ と が で き る 。  
固 定 部 材 の 回 転 時 、 固 定 部 材 の 締 め 付 け フ ラ ン ジ １ ５ ３ は 、 第 ２ の 穴 １ １ ８ の 周 り で 、 下  
部 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ ２ の 下 面 に 接 触 す る 。 固 定 部 材 １ ５ ０ の 適 切 か つ し っ か り し た 位 置 決  
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め の た め に 、 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ ２ は 、 第 ２ の 穴 １ １ ８ の 縁 部 に 配 置 さ れ 、 固 定 部 材 １  
５ ０ の 締 め 付 け フ ラ ン ジ １ ５ ３ の 直 径 に 対 応 す る 直 径 を 有 す る 円 形 の 位 置 決 め 凹 部 １ １ ９  
を 備 え る 。 固 定 部 材 １ ５ ０ を ス リ ー ブ 部 材 １ ４ ０ に 対 し て こ の よ う に 固 定 す る 間 に 、 対 応  
す る 締 め 付 け 力 を も た ら す 適 切 な 固 定 ト ル ク を 選 択 す る こ と が 可 能 で あ り 、 こ れ に よ っ て  
上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ １ 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ ２ が 共 に 押 し 付 け ら れ る 。 こ の よ う に  
し て 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ １ 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ ２ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ の 第 １  
の 端 部 １ １ ３ で 簡 単 に 相 互 接 続 さ れ て し っ か り 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ハ ウ ジ ン グ 部 １ １ １ 、 １ １ ２ が 相 互 接 続 さ れ る 際 に 、 接 続 ヘ ッ ド １ ２ ０ の 中 に 入 力 接 続  
部 １ ３ ６ を 支 持 す る た め の 第 ２ の 軸 受 １ ３ ８ が 挿 入 さ れ る 。 次 に 、 入 力 接 続 部 １ ３ ６ を 備  
え た 第 １ の 歯 車 １ ３ １ は 、 接 続 ヘ ッ ド １ ２ ０ 及 び ス リ ー ブ 部 材 １ ４ ０ を 貫 通 し て 上 方 か ら  
挿 入 さ れ 、 第 １ の 歯 車 ３ １ １ の 下 部 穴 １ ３ ９ 及 び 第 １ の 軸 受 １ ３ ７ が 固 定 部 材 １ ５ ０ の シ  
ャ フ ト １ ５ １ を 受 け 入 れ る 。 こ の よ う に 取 り 付 け ら れ る 場 合 、 第 １ の 歯 車 ３ １ １ は 、 第 １  
の 軸 受 に よ っ て 支 持 さ れ 、 第 １ の 軸 受 は 、 固 定 部 材 の シ ャ フ ト １ ５ １ 上 の 円 周 方 向 の 外 部  
軸 受 支 持 面 に よ っ て 支 持 さ れ る 。 入 力 接 続 部 １ ３ ６ の 外 周 面 は 、 第 ２ の 軸 受 １ ３ ８ に よ っ  
て 支 持 さ れ 、 第 ２ の 軸 受 １ ３ ８ は 、 接 続 ヘ ッ ド １ ２ ０ の 内 部 軸 受 支 持 面 に よ っ て 支 持 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 最 後 に 、 第 １ の 歯 車 ３ １ １ 及 び 入 力 接 続 部 １ ３ ６ は 、 止 め ワ ッ シ ャ １ ６ ０ を 接 続 ヘ ッ ド  
の 内 周 溝 の 中 に 挿 入 す る こ と に よ っ て 適 切 な 位 置 で 軸 方 向 に 係 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ３ ａ － ３ ｃ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 ２ ０ ０ を 示 す 。 各  
図 面 で は 、 割 り 出 し ア ダ プ タ ２ ７ ０ に 接 続 さ れ た 場 合 の ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 が 示 さ れ る 。  
こ の ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 ２ ０ ０ は 、 オ ー プ ン エ ン ド タ イ プ で あ る 。 従 っ て 、 出 力 接 続 部 ２  
３ ２ ａ 及 び 出 力 歯 車 ２ ３ ２ は 、 半 径 方 向 の ス リ ッ ト ２ ３ ２ ｃ を 備 え 、 出 力 接 続 部 は 、 パ イ  
プ な ど の 上 を 半 径 方 向 に ス ラ イ ド し 、 パ イ プ 上 に ね じ 込 ま れ て こ れ を 取 り 囲 む ナ ッ ト 、 ボ  
ル ト な ど と 係 合 す る よ う に な っ て い る 。 従 っ て 、 オ ー プ ン エ ン ド ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 は 、  
例 え ば 、 自 動 車 の ブ レ ー キ 液 パ イ プ な ど の パ イ プ を 取 り 囲 む ナ ッ ト を 締 め る た め に 及 び 緩  
め る た め に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 ２ ０ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ 及 び こ の ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ か ら 上 向 き  
に 突 出 す る 接 続 ヘ ッ ド ２ ２ ０ を 備 え る 。 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ は 、 こ の ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ の 長  
手 方 向 平 面 に 沿 っ て 相 互 接 続 さ れ た 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ２ １ １ 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ２ １ ０  
を 備 え る 。 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ２ １ １ 、 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ２ １ ２ は  
、 第 １ の 端 部 ２ １ ３ 及 び 第 ２ の 端 部 ２ １ ４ を 備 え る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 端 部 ２ １  
４ は 、 長 手 方 向 に オ ー プ ン で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 入 力 歯 車 １ ３ １ は 、 入 力 接 続 部 ２ ３ ６ と 一 体 に 作 ら れ て お り 、 入 力 歯 車 １ ３ １ は 、 第 １  
の 端 部 ２ １ ３ で ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ の 内 部 に 配 置 さ れ る 。 出 力 歯 車 ２ ３ ２ は 、 第 ２ の 端 部 ２  
１ ４ で ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ の 内 部 に 配 置 さ れ る 。 出 力 接 続 部 ２ ３ ２ ａ は 、 出 力 歯 車 ２ ３ ２ の  
内 部 に 同 軸 に 配 置 さ れ る 。 中 間 歯 車 ２ ３ ３ 、 ２ ３ ４ ａ 、 ２ ３ ４ ｂ は 、 第 １ の 端 部 ２ １ ３ と  
第 ２ の 端 部 ２ １ ４ と の 間 の ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ の 中 間 部 分 ２ １ ５ の 内 部 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 中 間 歯 車 は 、 入 力 歯 車 ２ ３ １ 及 び 並 列 に 配 置 さ れ た ２ つ の 追 加 の 中 間 歯 車 ２ ３ ４ ａ 、 ２  
３ ４ ｂ と 噛 み 合 う 、 １ つ の 中 間 歯 車 ２ ３ ３ を 含 む 。 ２ つ の 追 加 の 中 間 歯 車 ２ ３ ４ ａ 、 ２ ３  
４ ｂ は 、 出 力 歯 車 ２ ３ ２ と 噛 み 合 う 。 こ れ に よ っ て 、 出 力 歯 車 ２ ３ ２ に 配 置 さ れ た 半 径 方  
向 の ス リ ッ ト に も か か わ ら ず 、 出 力 歯 車 ２ ３ ２ を 完 全 に 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 ア タ ッ  
チ メ ン ト 部 品 ２ ０ ０ は 、 逆 転 停 止 デ バ イ ス ２ ６ ０ を さ ら に 備 え る 。 逆 転 停 止 デ バ イ ス ２ ６  
０ は 、 逆 回 転 中 、 入 力 歯 車 ２ ３ １ と 協 働 し て 、 出 力 接 続 部 ２ ３ ２ ａ 及 び 出 力 歯 車 ２ ３ ２ の  
半 径 方 向 の ス リ ッ ト ２ ３ ２ ｃ が 、 ハ ウ ジ ン グ の オ ー プ ン な 第 ２ の 端 ２ １ ４ と 整 列 す る と す  
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ぐ に 、 出 力 歯 車 の 回 転 を 停 止 さ せ る 。 こ の よ う に し て 、 締 結 又 は 締 結 解 除 の 終 了 時 、 確 実  
に 出 力 接 続 部 ２ ３ ２ ａ を ナ ッ ト 、 ボ ル ト な ど か ら 容 易 に 取 り 外 す こ と が で き る 。 こ の よ う  
な 逆 転 停 止 デ バ イ ス は 、 当 業 者 に は よ く 知 ら れ て お り 、 こ こ で は よ り 詳 細 に 説 明 し な い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ２ １ １ 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ２ １ ２ の 第 ２ の 端 部 ２ １ ４ 及 び 中 間 部 分  
２ １ ５ は 、 固 定 ね じ ２ １ ６ ａ に よ っ て 相 互 接 続 さ れ 、 固 定 ね じ は 、 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 の 貫  
通 穴 ２ １ ６ を 貫 通 し て 延 び 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ２ １ １ の 対 応 す る 穴 （ 図 示 せ ず ） に 螺 合 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 第 １ の 端 部 ２ １ ３ で は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ２ １ １ 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ２ １ ２ は 、 一 緒  
に 固 定 さ れ る ス リ ー ブ 部 材 ２ ４ ０ 及 び 固 定 部 材 ２ ５ ０ に よ っ て 相 互 接 続 さ れ る 。 こ の 実 施  
形 態 で は 、 ス リ ー ブ 部 材 ２ ４ ０ は 、 接 続 ヘ ッ ド ２ ２ ０ と 一 体 形 成 さ れ 、 こ れ ら の 部 材 が 単  
一 の 構 成 要 素 を 形 成 す る よ う に な っ て い る 。 ス リ ー ブ 部 材 ２ ４ ０ は 、 逆 転 停 止 デ バ イ ス ２  
６ ０ の 環 状 開 口 部 及 び 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ２ １ １ の 第 １ の 端 部 に 配 置 さ れ た 第 １ の 中 心 穴 ２  
１ ７ を 貫 通 し て 延 び る 。 固 定 部 材 ２ ５ ０ は 、 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ２ １ ２ の 第 １ の 端 部 ２ １ ３  
に 配 置 さ れ た 第 ２ の 中 心 穴 ２ １ ８ を 貫 通 し て 延 び る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ス リ ー ブ 部 材 ２ ４ ０ は 、 逆 転 停 止 デ バ イ ス ２ ６ ０ の 上 面 に 当 接 す る 第 １ の 半 径 方 向 に 突  
出 す る 締 め 付 け フ ラ ン ジ ２ ４ ２ を 備 え る 。 逆 転 停 止 デ バ イ ス ２ ６ ０ の 下 面 は 、 上 部 ハ ウ ジ  
ン グ 部 ２ １ １ の 上 面 に 当 接 し て 第 １ の 穴 ２ １ ７ を 取 り 囲 む 。 固 定 部 材 ２ ５ ０ は 、 固 定 部 材  
２ ５ ０ の 中 間 部 分 ２ ５ １ に 配 置 さ れ か つ ス リ ー ブ 部 材 ２ ４ ０ の 底 壁 部 分 ２ ４ ５ に 配 置 さ れ  
た 対 応 す る 雌 ね じ ２ ４ ４ と 協 働 す る 雄 ね じ ２ ５ ４ に よ っ て 、 ス リ ー ブ 部 材 ２ ４ ０ に 固 定 さ  
れ る 。 固 定 部 材 ２ ５ ０ は 、 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ２ １ ２ の 凹 型 の 下 面 に 当 接 す る 、 半 径 方 向 に  
突 出 す る 締 め 付 け フ ラ ン ジ ２ ５ ３ を 備 え る 。 固 定 部 材 ２ ５ ０ を ス リ ー ブ 部 材 ２ ４ ０ に 回 転  
で 締 め 付 け る こ と に よ り 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ２ １ １ 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ２ １ ２ は 、 逆 転  
停 止 デ バ イ ス ２ ６ ０ 及 び 固 定 部 材 ２ ５ ０ の 締 め 付 け フ ラ ン ジ ２ ５ ３ を 介 し て 、 ス リ ー ブ 部  
材 の 第 １ の 締 め 付 け フ ラ ン ジ ２ ４ ２ に よ っ て 締 め 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 加 え て 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 ス リ ー ブ 部 材 ２ ４ ０ は 、 ア ダ プ タ ２ ７ ０ の 一 部 を 形 成 す る  
第 １ の ア ダ プ タ リ ン グ ２ ７ １ の 下 部 の 半 径 方 向 内 向 き に 突 出 す る 部 分 に 当 接 す る よ う に 配  
置 さ れ た 第 ２ の 半 径 方 向 外 向 き に 突 出 す る フ ラ ン ジ ２ ４ ６ を 備 え る 。 ア ダ プ タ ２ ７ ０ は 、  
第 ２ の ア ダ プ タ リ ン グ を さ ら に 備 え る 。 図 ３ ｂ は 、 ２ つ の こ の よ う な 代 替 的 な 第 ２ の ア ダ  
プ タ リ ン グ ２ ７ ２ 、 ２ ７ ３ を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 加 え て 、 図 面 に 示 さ れ る よ う に 、 ス リ ー ブ 部 材 ２ ４ ０ 及 び 接 続 ヘ ッ ド ２ ２ ０ に よ っ て 形  
成 さ れ る 構 成 要 素 、 並 び に 逆 転 停 止 デ バ イ ス ２ ６ ０ は 、 こ れ ら の 構 成 要 素 の 間 の 相 対 回 転  
を 防 止 す る た め の 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ２ １ １ の 対 応 す る 手 段 と 協 働 す る 外 形 係 止 手 段 を 備 え  
る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 ス リ ー ブ 部 材 ２ ４ ０ 及 び 固 定 部 材 ２ ５ ０ は 、 第 １ の 端 部 ２ １ ３ で 上  
部 ハ ウ ジ ン グ 部 ２ １ １ 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ２ １ ２ と 相 互 接 続 す る た め だ け で な く 、 逆 転  
停 止 デ バ イ ス ２ ６ ０ 及 び ア ダ プ タ ２ ７ ０ を ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 ２ ０ ０ に 固 定 す る た め に も  
使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 さ ら に 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 固 定 部 材 ２ ５ ０ は 、 上 向 き に 延 び る シ ャ フ ト ２ ５ １ を 備 え  
、 シ ャ フ ト の 円 周 面 は 、 入 力 歯 車 ２ ３ １ の 内 部 に 配 置 さ れ た 第 １ の 軸 受 ２ ３ ７ の 支 持 面 を  
形 成 す る 。 ま た 、 ス リ ー ブ 部 材 ２ ４ ０ の 上 部 に は 、 入 力 接 続 部 ２ ３ ６ の 周 囲 に 支 持 的 に 配  
置 さ れ た 第 ２ の 軸 受 ２ ３ ８ の た め の 軸 受 支 持 面 を 形 成 す る 内 部 円 筒 面 ２ ４ ５ が あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 上 記 の 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 ス リ ー ブ 部 材 ２ ４ ０ は 、 中 間 歯 車 ２ ３ ３ が 入 力 歯 車 ２  
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３ １ と 噛 み 合 う こ と を 可 能 に す る た め の 開 口 部 ２ ４ ３ を 備 え る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ４ に は 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 が 示 さ れ る 。 ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 ３  
０ ０ は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ３ １ １ 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ３ １ ２ を 含 む ハ ウ ジ ン グ ３ １ ０ を  
備 え る 。 ハ ウ ジ ン グ ３ １ ０ 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ３ １ １ 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ３ １ ２ は 、 第  
１ の 端 部 ３ １ ３ 、 第 ２ の 端 部 ３ １ ４ 、 及 び 中 間 部 分 ３ １ ５ を 備 え る 。 第 １ の 中 心 穴 ３ １ ７  
は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ３ １ １ の 第 １ の 端 部 に 配 置 さ れ 、 第 ２ の 穴 ３ １ ８ は 、 下 部 ハ ウ ジ ン  
グ 部 ３ １ ２ の 第 １ の 端 部 ３ １ ３ に 配 置 さ れ る 。 ２ つ の 中 間 歯 車 及 び 出 力 歯 車 を 備 え る 駆 動  
装 置 （ 図 示 せ ず ） は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ １ ０ の 第 ２ の 端 部 ３ １ ４ 及 び 中 間 部 分 ３ １ ５ の 内 部 に  
配 置 さ れ る 。 第 １ の 端 部 ３ １ ３ に は 、 外 部 に 突 出 す る 入 力 接 続 部 ３ ３ ６ と 一 体 形 成 さ れ た  
入 力 歯 車 ３ ３ １ が 配 置 さ れ る 。 第 １ の 端 部 ３ １ ３ に お い て 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ３ １ １ 及 び  
下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ３ １ ２ は 、 一 緒 に 固 定 さ れ た ス リ ー ブ 部 材 ３ ４ ０ 及 び 固 定 部 材 ２ ５ ０ に  
よ っ て 相 互 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ス リ ー ブ 部 材 ３ ４ ０ は 、 第 １ の 直 径 を 有 す る 下 部 円 筒 部 分 ３ ４ １ ａ と 、 第 １ の 直 径 よ り  
も 大 き い 第 ２ の 直 径 を 有 す る 上 部 円 筒 部 分 ３ ４ １ ｂ と を 備 え る 。 下 部 ３ ４ １ ａ と 上 部 ３ ４  
１ ｂ 部 分 と の 間 の 結 合 部 で は 、 締 め 付 け フ ラ ン ジ ３ ４ ２ が 形 成 さ れ 、 締 め 付 け フ ラ ン ジ ３  
４ ２ は 下 部 ３ ４ １ ａ の 上 縁 か ら 半 径 方 向 外 向 き に 突 出 す る 。 下 端 で は 、 ス リ ー ブ 部 材 ３ ４  
０ は 、 下 部 円 筒 部 分 ３ ４ １ ａ の 下 縁 か ら 内 向 き に 延 び る 底 壁 部 分 ３ ４ ５ を 備 え る 。 底 壁 部  
分 ３ ４ ５ は 、 雌 ね じ ３ ４ ４ を 備 え た 中 心 の 円 形 貫 通 開 口 部 を 備 え る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 固 定 部 材 ３ ５ ０ は 、 上 部 の 垂 直 方 向 に 延 び る シ ャ フ ト ３ ５ １ 、 雄 ね じ ３ ５ ４ を 備 え た 円  
筒 形 中 間 部 分 ３ ５ ２ 、 及 び 下 部 の 半 径 方 向 外 向 き に 突 出 す る 締 め 付 け フ ラ ン ジ ３ ５ ３ を 備  
え る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ３ １ １ 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ３ １ ２ の 第 １ の 端 部 ３ １ ３ を 相 互 接 続 す  
る た め に 、 ス リ ー ブ 部 材 ３ ４ ０ の 下 部 円 筒 部 分 ３ ４ １ ａ は 、 ス リ ー ブ 部 材 の 締 め 付 け フ ラ  
ン ジ ３ ４ ２ が 第 １ の 穴 ３ １ ７ の 周 り の 上 面 と 接 触 す る ま で 、 第 １ の 穴 ３ １ ７ を 通 し て 上 か  
ら 挿 入 さ れ る 。 固 定 部 材 ３ ５ ０ は 、 第 ２ の 穴 ３ １ ８ を 通 し て 下 か ら 挿 入 さ れ る 。 固 定 部 材  
３ ５ ０ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 中 間 部 分 ３ ５ ２ の 雄 ネ ジ ３ ５ ４ は 、 底 壁 部 分 ３ ４ ５ の 雌  
ね じ ３ ４ ４ と 係 合 す る 。 固 定 部 材 ３ ５ ０ の 継 続 的 な 締 結 回 転 に よ り 、 固 定 部 材 ３ ５ ０ の 締  
め 付 け フ ラ ン ジ ３ ５ ３ が 第 ２ の 穴 ３ １ ８ の 周 り の 凹 面 と 接 触 す る こ と に な る 。 こ の よ う に  
し て 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ３ １ １ 及 び 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 ３ １ ２ は 、 ２ つ の 締 め 付 け フ ラ ン ジ  
３ ４ ２ 、 ３ ５ ３ の 間 で 締 め 付 け ら れ 、 結 果 的 に 、 強 固 か つ し っ か り 相 互 接 続 さ れ る 。 こ の  
実 施 形 態 で は 、 固 定 部 材 ３ ５ ０ の シ ャ フ ト ３ ５ １ は 、 入 力 歯 車 ３ ３ １ の 内 部 に 配 置 さ れ た  
第 １ の 軸 受 ３ ３ ７ の 軸 受 支 持 面 を 形 成 す る 。 ス リ ー ブ 部 材 ３ ４ ０ の 上 部 ３ ４ １ ｂ の 内 側 円  
筒 面 は 、 入 力 接 続 部 ３ ３ ６ の 外 側 に 配 置 さ れ た 第 ２ の 軸 受 ３ ３ ８ の た め の 支 持 面 を 形 成 す  
る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 示 さ れ て い な い 実 施 形 態 で は 、 ス リ ー ブ 部 材 及 び 固 定 部 材 は 、 ね じ 山 以 外 の 固 定 手 段  
を 備 え る 。 こ の よ う な 固 定 手 段 の 例 と し て は 、 バ ヨ ネ ッ ト 式 の 協 働 係 合 部 材 、 ス ナ ッ プ 係  
合 部 材 、 及 び 他 の 外 形 係 止 構 成 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 別 の 図 示 さ れ て い な い 実 施 形 態 で は 、 ス リ ー ブ 部 材 の 締 め 付 け フ ラ ン ジ は 、 接 続 ヘ ッ ド  
、 又 は 逆 転 停 止 デ バ イ ス 以 外 の 中 間 構 成 要 素 と 締 め 付 け 接 触 状 態 に な る よ う に 配 置 さ れ 、  
中 間 構 成 要 素 は 、 こ の 締 め 付 け フ ラ ン ジ と 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 と の 間 に 配 置 さ れ る 。 こ の よ  
う な 中 間 構 成 要 素 の 実 施 例 は 、 ア ダ プ タ の 一 部 を 形 成 す る ア ダ プ タ リ ン グ 、 及 び 、 他 の 補  
助 デ バ イ ス の 一 部 を 形 成 す る リ ン グ 、 ス リ ー ブ 、 及 び 他 の 構 成 要 素 を 備 え る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 様 々 な 実 施 形 態 の 上 記 の 説 明 か ら 容 易 に 理 解 さ れ る よ う に 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 及 び 下 部  
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ハ ウ ジ ン グ 部 を 締 め 付 け る た め の 一 緒 に 固 定 さ れ た ス リ ー ブ 部 材 及 び 固 定 部 材 の 構 成 は 、  
上 部 ハ ウ ジ ン グ 部 と 下 部 ハ ウ ジ ン グ 部 と の 間 の 強 固 か つ し っ か り し た 相 互 接 続 を 達 成 す る  
た め の 迅 速 か つ 容 易 な 方 法 を 提 供 す る 。 加 え て 、 こ の 構 成 は 、 入 力 歯 車 、 入 力 接 続 部 、 こ  
れ ら の 構 成 要 素 を 支 持 す る 軸 受 、 及 び ハ ウ ジ ン グ の 第 １ の 端 部 の 内 部 に 配 置 さ れ た 何 ら か  
の 他 の 構 成 要 素 の 点 検 、 保 守 、 及 び 交 換 を 容 易 に す る た め の 迅 速 か つ 容 易 な 取 り 外 し を 可  
能 に す る 。 こ の た め 、 こ れ ら の 内 部 構 成 要 素 は 、 固 定 部 材 及 び 場 合 に よ っ て は ス リ ー ブ 部  
材 を 単 に 取 り 外 す こ と に よ っ て 、 第 １ の 穴 及 び ／ 又 は 第 ２ の 穴 を 通 し て 直 接 ア ク セ ス す る  
こ と 、 取 り 外 す こ と 、 及 び 交 換 す る こ と が で き る こ と に 留 意 さ れ た い 。 ま た 、 こ の 構 成 は  
、 第 １ の 端 部 の 周 り で 、 ハ ウ ジ ン グ 部 の 側 壁 を 貫 通 す る 複 数 の 固 定 ね じ な ど を 設 け る 必 要  
性 を 排 除 す る 。 こ の こ と は 、 結 果 的 に 、 ハ ウ ジ ン グ 部 の 材 料 の 厚 さ を 低 減 し 、 こ れ に よ っ  
て ア タ ッ チ メ ン ト 部 品 の 全 体 的 寸 法 を 低 減 す る の を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 本 発 明 は 、 主 と し て い く つ か の 実 施 形 態 を 参 照 し て 上 述 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 当  
業 者 で あ れ ば 容 易 に 理 解 で き る よ う に 、 上 記 に 開 示 さ れ た も の 以 外 の 実 施 形 態 は 、 同 様 に  
特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 定 義 さ れ る 本 発 明 の 範 囲 内 で 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
１ １ １   上 部 ハ ウ ジ ン グ 部
１ １ ２   下 部 ハ ウ ジ ン グ 部
１ １ ３   第 １ の 端 部
１ １ ６   固 定 穴
１ １ ７   第 １ の 穴
１ ２ ０   接 続 ヘ ッ ド
１ ２ ２   フ ラ ン ジ 部 分
１ ２ ４   長 手 方 向 ス プ ラ イ ン
１ ３ ０   歯 車 列
１ ３ １   入 力 歯 車
１ ３ ２   出 力 歯 車
１ ３ ２ a   出 力 接 続 部
１ ３ ２ ｂ   軸 方 向 穴
１ ３ ３   中 間 歯 車
１ ３ ４   中 間 歯 車
１ ３ ５   中 間 歯 車
１ ３ ６   入 力 接 続 部
１ ３ ７   第 １ の 軸 受
１ ３ ８   第 ２ の 軸 受
１ ４ ０   ス リ ー ブ 部 材
１ ４ １   ス リ ー ブ
１ ４ ２   締 め 付 け フ ラ ン ジ
１ ４ ３   貫 通 開 口 部
１ ４ ４   雌 ね じ
１ ５ ０   固 定 部 材
１ ５ １   シ ャ フ ト
１ ５ ２   円 筒 部 分
１ ５ ３   締 め 付 け フ ラ ン ジ
１ ５ ４   雄 ね じ
１ ６ ０   止 め ワ ッ シ ャ
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ ａ 】

【 図 ２ ｂ 】 【 図 ２ ｃ 】
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【 図 ２ ｄ 】 【 図 ２ ｅ 】

【 図 ２ ｆ 】 【 図 ３ ａ 】
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【 図 ３ ｂ 】 【 図 ３ ｃ 】

【 図 ４ 】



10

JP 7422127 B2 2024.1.25(16)

フロントページの続き

(74)代理人　 100130937
弁理士　山本  泰史

(74)代理人　 100196221
弁理士　上潟口  雅裕

(72)発明者　 エリクソン  ウルフ  ミカエル
スウェーデン  １８６  ９４  ヴァレントゥナ  メーバイトルプスヴェーゲン  ２２

(72)発明者　 マリノフスキー  ヴォイテク
スウェーデン  １８２  ３０  ダンデリュド  メーバイルンド  １５  ６  トラッパ

審査官　 城野  祐希
(56)参考文献 米国特許出願公開第２０１７／０００１２８８（ＵＳ，Ａ１）

米国特許第０４９４２７９４（ＵＳ，Ａ）
(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)

Ｂ２５Ｂ    ２１／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

